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世界における60GHz帯製品市場動向予測（WiFi製品について） 
• 世界市場ではHDビデオの無線トランシーバ（WirelessHD）、Point-to-Pointシステム、モバイル向けバックホールシステム
などの60GHz製品が既に展開されているが、2013年末頃よりWiGig(802.11ad)を搭載したWiFi製品が登場してきた。 

• WiFiチップセット市場では2015年よりTriバンド（11n:2.4GHz, 11ac:5GHz, 11ad:60GHz） 製品の市場が立ち上がり、その出
荷量はおよそ、2.5億(2015)5億(2016)7.5億(2017)10億(2018)12.5億(2019)と増加すると見込まれ（図１）、WiFi
チップセットの全出荷数におけるTriバンド製品の割合は、2019年には全体の1/4から1/3になると推測されている（図2）。 

• これに伴い、WiFiチップセット搭載率がほぼ100%であるモバイルPCやタブレットにTriバンドのWiFiチップセットが実装さ
れ始めることで、世界における60GHz帯製品の普及が加速されると期待できる。 
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図1：WiFiとWiGigのチップセット出荷量予測 (Source: WiFi Alliance) 図2:60GHz対応トライバンドWiFiチップセットがWiFiチップセット出荷数全体に
占める割合の予測（図1より作成） 
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図4：60GHz帯マルチ・ギガビット無線の利用シーン 
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国内市場における60GHz帯製品の現状 

• コンシューマ機器では高画質(HD)ビデオ伝送やHDMIケーブルを無線化する製品が販売されている。 

• 2013年にはDell社がWiGig搭載（Triバンド）モバイルPCとWireless Docking Stationを日本市場にも投入している。
Dell社によると同社のWiGigユニットは2013年中に世界で100万台が出荷された。 
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• 今後のWiGigの普及を想定した
60GHz帯モデュールの製品化に

本格的に取り組んでいる国内
メーカーもみられる。 

• 屋外用Point-to-Point通信システ
ムの製品例もみられるが、LTE等
モバイル向けスモールセルの
バックホールを担う製品も2012年
より国内で販売されている。 

 

*表1および6ページ図5参照 

 

表1：国内市場における60GHz帯製品の例（2014年7月現在） 
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国際標準化および製品開発の動向 
• ITU-R WP5Aでは更なる性能向上のため、60GHz帯マルチギガビット無線システムに関するITU-R勧告およ
びITU-Rレポートの改訂がなされWP5Aで承認、SG5へ提出されている。 

• Draft Revision of Recommendation ITU-R M.2003 “ Multiple gigabit wireless systems in frequencies around 
60GHz” (Question ITU-R 212-3/5), Working Party 5A, 29 May 2014 (to be approved at SG5 in Nov. 2014) 

• Draft Revision of Report ITU-R M.2227 “Multiple gigabit wireless systems in frequencies around 60GHz”(Question 
ITU-R 212-3/5), Working Party 5A, 29 May 2014 (to be approved at SG5 in Nov. 2014) 

• 見通し外通信での距離性能向上のため出力10mW超の60GHz製品が各メーカーで開発されており、グ
ローバル向け製品を日本市場向けに調整し直す例が出始めている。 

• IEEE802.11において次世代11ad/WiGigを検討するため、”NG60 SG: Next Generation 60GHz Study Group”
が9月に発足。伝送速度30Gbps超を実現するための標準化作業が開始された。日本からもパナソニック
様、NTTドコモ様が提案活動を行っている。 
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• WiGigに用いられる60GHz帯アンテナアレイ技術を

無線バックホール通信システムへ応用する試みも

みられる（LTE/LTE-Advance等セルラー通信ネット

ワークにおいて今後導入が進むと思われるスモー

ルセル向け）。 60GHz Modular Antenna Array integrated prototype (128 elements) 
Source: Intel Corporation 
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